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祈りの課題
　中部教区

⚫�伝道・財政が厳しい中で、御業に励
んでいる教会・伝道所のために。

⚫�中部教区の互助制度が支えられるた
めに。

郵便振替 00830－7－52037
　「日本基督教団中部教区」

　兵庫教区

⚫�それぞれの地での宣教を、祈り合い、
支え合い共に担っていけるように。

⚫�社会にあって主にある平和の実現のた
めに具体的に働くことができるように。

郵便振替 01120－7－25121
　「日本基督教団兵庫教区事務所」
＊「互助関係制度のための献金」と明　
　記ください。

中
部
教
区  

　

富
山
県
に
あ
る
福
野
伝
道
所
、
福
光
教
会
は
ど

ち
ら
も
100
年
ほ
ど
前
、
カ
ナ
ダ
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
ト

ウ
イ
ー
デ
教
育
宣
教
師
に
よ
る
幼
稚
園
の
働
き
を

通
し
て
建
て
ら
れ
た
教
会
で
す
。

　

教
会
の
あ
る
富
山
県
西
部
は
浄
土
真
宗
の
教
え

や
文
化
が
今
で
も
根
強
い
地
域
で
す
。
宣
教
が
始

ま
っ
た
当
時
、
キ
リ
ス
ト
教
は
耶や

そ蘇
教
と
呼
ば
れ
、

忌
み
嫌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
宣
教
師
が
地
域
を
巡

り
、
帰
っ
て
来
て
ま
ず
し
た
の
は
、
投
げ
つ
け
ら

れ
た
馬
ふ
ん
ま
み
れ
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
洗
う
こ

と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で

礼
拝
を
さ
さ
げ
続
け
、
人
々
を
招
く
伝
道
の
働
き

が
、
ど
れ
ほ
ど
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
。
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
を
通
し
て
イ
エ
ス
さ
ま
の
愛
が

広
が
り
、
教
会
は
生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
で
毎
週
礼
拝
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
伝
道
の

働
き
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な

く
、
先
人
た
ち
の
多
く
の
祈
り
と
献
身
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
た
大
い
な
る
実
り
で
あ
る
と
思
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

福
野
伝
道
所
の
唐か

ら
し
ま嶋
田た

ず

こ

鶴
子
姉
は
福
野
青
葉
幼

稚
園
、
福
光
教
会
の
横よ

こ
や
ま
い
ち
の

山
一
乃
姉
は
福
光
青
葉
幼

稚
園
の
園
長
と
し
て
、
幼
稚
園
の
た
め
に
働
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
両
教
会
と
も
幼
稚
園
の
職

員
、
保
護
者
、
ま
た
卒
園
生
の
方
々
が
信
徒
と
し

て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
教
会

に
集
い
礼
拝
を
さ
さ
げ
て
い
る
信
徒
た
ち
の
揺
る

が
ぬ
信
仰
の
姿
は
、
礼
拝
に
集
う
者
に
と
っ
て
の

憧
れ
で
す
。

　

福
野
伝
道
所
、
福
光
教
会
は
共
に
小
さ
な
群
れ

で
す
が
、
皆
が
こ
の
地
の
救
い
の
た
め
に
祈
り
、

そ
の
身
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
卒
園
生

や
保
護
者
が
さ
ら
に
教
会
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切

に
祈
っ
て
い
ま
す
。
福
野
伝
道
所
は
現
在
、
会
堂

建
築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
の
伝
道
の
た

め
に
ど
う
か
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

�

（
福
野
伝
道
所
・
福
光
教
会
牧
師　

吉
川
光
太
郎
）

2021年、吉川光太郎牧師（最前列右）のお連れ合い森
野真理牧師（最前列右から３番目）の福野伝道所、福光
教会就任式で

９
０
０
万
円
が
献さ

さ

げ
ら
れ
、
31
教
会
・
伝
道
所
に

活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謝
儀
保
障
制
度
は
、
昨
年
度
の
総
会
で
運
用
指

針
を
大
き
く
改
定
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
従
来

よ
り
利
用
人
数
も
保
障
総
額
も
拡
大
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
15
名
の
教
師
に
約
２
６
０
０
万
円
の
保

障
額
を
用
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
財
源
は
、

負
担
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
、
教
師
同
士
が
献
げ
合

う
献
金
、
信
徒
の
献
金
を
中
心
と
す
る
協
助
会
献

金
と
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
等
で
す
。

最
も
大
き
な
財
源
で
あ
る
協
助
会
献
金
は
、
信

徒
の
中
か
ら
「
謝
儀
保
障
制
度
の
た
め
に
は
信
徒

の
協
力
に
よ
る
献
金
が
不
可
欠
」
と
の
声
が
あ
が

り
、
１
９
６
８
年
に
制
度
制
定
と
同
時
に
信
徒
運

動
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
、

77
教
会
・
伝
道
所
か
ら
約
６
５
５
万
円
が
献
げ
ら

れ
、
積
立
資
金
も
加
え
て
７
２
０
万
円
を
謝
儀
保

障
に
用
い
ま
し
た
。

謝
儀
保
障
制
度
の
運
用
拡
大
に
よ
り
数
百
万
円

の
単
年
度
赤
字
が
生
じ
、
そ
の
財
源
確
保
が
今
後

の
課
題
で
す
。
し
か
し
、
上
記
の
主
な
互
助
制
度

の
年
間
約
３
５
０
０
万
円
に
も
及
ぶ
財
源
の
ほ
と

ん
ど
は
信
徒
の
皆
さ
ん
の
熱
い
祈
り
と
献
身
の
し

る
し
と
し
て
の
献
金
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
制
度

運
用
を
拡
大
す
る
決
断
の
力
と
な
り
ま
し
た
。

（
兵
庫
教
区
総
会
議
長　

東
島
勇
人
）

兵
庫
教
区 

兵
庫
教
区
に
は
１
１
１
の
教
会
・
伝
道
所
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
多
く
が
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
各
地
の
福
音
宣
教
を
担
っ
て
い
る
教

会
・
伝
道
所
、
信
徒
・
教
師
の
働
き
を
、
教
区
全

体
で
共
に
担
っ
て
い
く
た
め
の
様
々
な
互
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
２
つ
の
柱
が
、
教
会
・

伝
道
所
の
働
き
を
支
え
合
う
互
助
指
定
献
金
制
度
、

教
師
の
働
き
を
支
え
合
う
謝
儀
保
障
制
度
で
す
。

互
助
指
定
献
金
制
度
は
、
各
教
会
・
伝
道
所
が

複
数
の
教
会
・
伝
道
所
と
送
金
額
を
指
定
、
あ
る

い
は
教
区
伝
道
部
に
一
任
し
て
執
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
を
契
機
と
し
て
相
互
の
交
流
が
な
さ
れ
、

顔
の
見
え
る
関
係

0

0

0

0

0

0

0

が
築
か
れ
て
き
た
こ
と
も
大
き

な
恵
み
で
す
。
昨
年
度
は
、
こ
の
献
金
を
活
用
し

た
教
会
も
含
め
97
教
会
・
伝
道
所
・
団
体
か
ら
約

協助会委員会の信徒が
作成した協助会献金を
呼びかけるポスター

日本基督教団伝道推進
基本方針
⚫ 祈祷運動 共に祈ろう

⚫ 信徒運動 共に伝えよう

⚫ 献金運動 共に献げよう

「日本基督教団全国伝道推進献金」
振替口座  00140-7-293436

毎月第３主日は日本キリスト教団の定めた
「日本伝道の推進を祈る日」です

全国17教区が取り組んでいる伝道の働きを
２教区（東京は支区）ずつ紹介します。
全国の教区・教会・伝道所を覚えて
祈りをあわせましょう。

献金についての問い合わせは
日本基督教団事務局まで（TEL 03-3202-0541）

共に祈るために


